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〈研究の仮説〉
自己実現のために必要な基礎的・基本的な能力を育成することによって，未来開拓力が高まり，島立ち

に向けて挑戦する生徒になるのではないか。

〈研究の仮説〉
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に向けて挑戦する生徒になるのではないか。

〈研究の視点１〉
未来開拓力と課題対応力を高めるための基盤づくり

〈研究の視点２〉
未来開拓力と課題対応力を高めるための取組

【１年生：学級活動】
「自分を見つめ直そう」

【２年生：音楽】
「歌のアルバム さくら草」

【３年生：総合的な学習の時間】
「卒業に向けて」

〈取組１〉キャリア教育全体計画の見直し
〈取組２〉キャリア教育年間指導計画の作成
〈取組３〉キャリア教育の視点を意識した総

合的な学習の時間の再構築

〈取組４〉キャリア教育の視点とつなげた学校行事と自己評価の実施

研究主題
未来開拓力を高め，島立ちに向けて挑戦する生徒の育成

～自己実現のために必要な基礎的・基本的な能力の育成を通して～

〈取組７〉小中高の
キャリア教育の連携

強化

〈取組６〉「弁当の日」の実践

〈取組５〉教科での実践（指導案へのキャリア教育の視点の挿入

【夢シートの活用】

【中高乗り入れ授業】

【公開研究会当日の様子】

【研究の成果】

○ 全職員がキャリア教育についての理解を深め，一丸となって教育
活動を推進することができた。

○ 生徒自身が行事の意義や目的を理解し，生徒主体で学校行事を成
功させるために計画的に練習等に取り組むなど，「課題対応能力」
の高まりがみられた。

○ 中学校が核となり小学校や高等学校とも連携した取組をスタート
させることができた。

○ 自分の将来に向き合い夢実現のために，必要なこと今やるべきこ
となどを生徒に考えさせる機会が増え，自己実現のために必要な基
礎的・基本的な能力が育成されつつあることが，アンケート結果に
も表れている。

【分科会の意見交換から】

・ 島立ちを見据えて，キャリア教育の視点をもって郷土教育を実践し
ていく取組を，各小学校で進めていく方がよい。
・ 自信をもって島立ちさせるためには，キャリア教育の視点をもちな
がら全ての教育活動をつなぐと同時に，学力をつけさせることを意識
する必要があるのではないか。

【今後の課題】

△ 小中高でキャリア教育の位置づけを明確にし，更なる連携を深め，
今年度から始めた夢カード等の実践を継続的に行っていく。
△ 生徒一人ひとりのキャリアの発達を促していくため，学習面での個
別指導の充実，特に力を発揮できていない生徒への対応の充実を図る。
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